
 
 

平成２３年１１月１７日 

 

関係者各位 

 

筑波大学大学研究センター長 

吉 武 博 通    

 

筑波大学大学研究センター 

シンポジウム「大学院における共通的教育−これまでとこれから」 

（筑波大学大学研究センター 第５３回公開研究会） 

のお知らせ 

 

 貴職におかれましては、日頃から当センターの諸活動に対してご理解ご支援を賜りまことにありがとうご

ざいます。 

 筑波大学大学研究センターは昭和６１年に、大学に関する諸機能を研究し、我が国の大学改革に資

する研究を行うことを目的として、筑波大学の東京キャンパス内に学内共同教育研究施設として設置さ

れました。センターでは創設以来、毎年１、２回、高等教育に関する話題や研究上の課題について、広く

高等教育に関心をお持ちの方々を対象に公開研究会を開催してまいりました。あいにく、文京校舎改築

中は会場確保が困難であったために開催を見送ってまいりましたが、本年９月には新校舎での業務を再

開しましたので、公開研究会についても新校舎で開催することとなりました。 

 今回の公開研究会は、２０１１年１２月２２日に、別紙１の要領でシンポジウム「大学院における共通的教

育−これまでとこれから」を筑波大学大学院共通科目委員会と共催で開催いたします。講師のみなさま

から話題提供していただくとともに、参加者との意見交換を通じて、議論を深めてまいりたいと存じます。 

 つきましては、関係者への周知方お願いするとともに、皆様方の積極的なご参加をご期待申し上げま

す。参加される場合は別紙２の参加申込書にご記入の上、１２月１６日（金）までにお申し込みくださいま

すようお願い申し上げます。 

 

 

 

 



 
 

シンポジウム「大学院における共通的教育−これまでとこれから」 

（筑波大学大学研究センター 第５３回公開研究会） 

主催 筑波大学大学研究センター、筑波大学大学院共通科目委員会 

日時 ２０１１年１２月２２日（木） １３時３０分〜１７時３０分 

場所 筑波大学 筑波キャンパス 大学会館国際会議室 

      東京キャンパス文京校舎 １３４大講義室（テレビ会議システムにより配信） 
 

開催の趣旨 

 「大学院教育の実質化」は伝統的な大学院像、博士像に変革を求めました。対応策の一つが大学院

における共通的教育であり、筑波大学では2008年度に「大学院共通科目」がスタートしました。研究科、

専攻による専門教育以外に、大学院生に対して全学的な教育を提供する試みは、いくつかの大学で先

行的に開始されました。2008 年には、分野を越えた大学院教育を実践しつつあった大阪大学、早稲田

大学、九州大学、筑波大学が集まり、大学院の共通的教育の意義について意見交換をしました。 

 最近では、分野を越えた大学院教育は国際的、国内的に関心を集めています。Nature は本年 4 月に

世界の博士問題の特集で、大学院教育の改革を訴えるとともに、人材育成目標の多角化（キャリアパス

の多様化）、分野を超えた育成の必要性、コミュニケーションやチームワークをはじめとする多面的な能

力開発の必要性を訴えています。国内でも「グローバル社会の大学院教育」（答申）、「第２次大学院教

育振興施策要綱」が発表され、国際性など新しい改革目標への調和が求められています。 

 このような状況の中で、これまで発展してきた大学院の共通的教育をどのようなものへと改革し、どのよ

うな役割を担わせるべきでしょうか。本シンポジウムでは、これまでの取組みを振り返るとともに、直面する

課題、今後の方向性などを議論します。 
 

プログラム 

13:30 開会挨拶 

     清水一彦 筑波大学 副学長（教育）・理事／吉武博通 筑波大学 大学研究センター長 

13:40 趣旨説明 小林信一（筑波大学大学研究センター・教授） 

13:45〜15:15 第１部 各大学の取組み−過去、現在、未来 

     大阪大学 中西浩 学際融合教育研究センター・特任教授 

     早稲田大学 佐藤拓朗 大学院国際情報通信研究科・教授 

     九州大学 岡本秀穗 元・高等教育開発推進センター・特任教授 

     筑波大学 白岩善博 教授・大学院共通科目委員会委員長／小林信一 同副委員長 

15:25〜16:15 第２部 多様な視点から 

     学生の立場から 筑波大学大学院生 

     国際交渉力強化プログラム 坪井美樹 筑波大学教授・国際交渉力強化プログラム統括長 

     大学院における共通的教育の国際動向 齋藤芳子 名古屋大学高等教育研究センター・助教 

16:20〜17:30 第３部 パネルディスカッション 大学院における共通的教育のこれから 

     パネリスト 中西浩（大阪大学） 、佐藤拓朗（早稲田大学）、岡本秀穗（元・九州大学）、 

     齋藤芳子（名古屋大学）、白岩善博（筑波大学）、池田潤（筑波大学教授・教育企画室員） 

  ※東京キャンパス文京校舎からは、テレビ会議システムを通じてディスカッションに参加します。 
 

【参加費】無料 （資料準備の都合上、事前登録をお願いします） 

【アクセス】http://www.tsukuba.ac.jp/access/をご覧下さい。 

【連絡先】筑波大学大学研究センター（e-mail: rcus@un.tsukuba.ac.jp、tel: 03-3942-6304） 
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シンポジウム「大学院における共通的教育−これまでとこれから」 

（筑波大学大学研究センター 第５３回公開研究会） 

参加申込書 

 

 

筑波大学大学研究センター 行き 

 

２０１１年１２月２２日（木）の公開研究会（シンポジウム）に   出席   します。 

 

 

ふりがな 

氏名                                             

 

所属機関・部局                                             

 

連絡先 電話                           

 

連絡先 ファックス                           

 

E-mail                                                  

 

会場    東京キャンパス文京校舎     筑波キャンパス 

 

（どちらか一方をお選びください。東京キャンパス文京校舎ではテレビ会議システム

による参加となります） 

 

E-mail でもお申し込みいただけます。 

E-mail で申し込まれる場合は、上記の項目をすべてご記入ください。 

 

受入人数の都合により、参加申し込みをお断りする場合のみ連絡を差し上げます。 

 

１２月１６日（金）までにお申し込みください。 

 

申込先 Fax: ０３−３９４２−６３１０ 

     e-mail： rcus@un.tsukuba.ac.jp 

 

 

別紙２ 


